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機関リポジトリの構築を進めるためにNational Library of Finland
としてどんなサポートをすればよいのか？
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誰でも登録可能な機関リポジトリ？
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ウプサラ大学のリポジトリ






















再利用の基礎となるのはDiVA Document Format (DDF)
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国内97機関 （可 52 否 3 保留 16 未回答 26）
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今後の課題
１）継続的・効率的なコンテンツの収集
・学内出版物（紀要等）の電子化推進
・学位論文・科研報告書の電子ファイル提出の制度化
・業績データベースとの連携
２）インターフェース
・散乱しているデジタルコンテンツの器として
・主題ポータルや電子出版
・研究成果のショウウィンドウ
３）収集方針の再検討
収集するコンテンツの優先順位は？
４）長期保存
全く検討していないが・・・
